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☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

　日本で最初の電話交換は、明治２３年（１８９０） 
の東京市内（当時）の通話と、横浜～東京間での通話
でした。
　北海道では明治３３年３月の札幌電話交換局開業
が、北海道の電話のはじまりとなりました。その時の
市内の電話加入数は１４１回線でしたが、翌４月には
小樽で２５７回線、６月には函館で３２０回線が開通
しました。
　余市町では、明治３６年５月２０日、沢町７番地
（当時の地番、水産試験場付近）にあった電信電話局
で業務がはじまり、余市の市内通話だけではなく、札
幌、小樽、岩内との通話もできるようになりました
（『にしん・りんご・郵便局』）。
　当時の電話が利用されていた頻度をみると、明治
４０年度には市内通話が１２３件、市外通話が３,
２６０件、翌年度は市内通話が９１件、市外通話が
６,１１７件とあります。
　この頃は電話の加入者はとても少なかったので、電
話のない家庭に連絡をとりたい人は、事前に通話料金
を払った上で「呼出通話券」を発行してもらいまし
た。
　この券は郵便のように先方に配達されて、受け取っ
た人が郵便局へ行って、電話をかけます。これを「呼
出」と言いました。
　同書によると、「（当時保管されていた図面では）
窓口のまわし戸をあけたところの廊下の板間の奥の隅
に電話室（凡一坪）がとられている。」とあります。
　明治４０年には電話機にまつわる様々なできごとが
ありました。この年の加入者数は９９名、交換手と思
われる女性職員５名もこの年に採用されています。
　奥寺徳太郎さんから、余市と小樽の間の電話架設の
ために５００円（当時）が寄付されました。
　この頃の電話導入には「特設電話制度」という制度
が適用されました。電話需要が急速に増加した時期、
その要望に応えることができなかった逓信省（当時）

が設けた制度で、市外電話と電話局内の設備は国が整
備し、電話加入者と電話交換室のある郵便局を結ぶ架
線と電話機などの機材を電話加入者の負担で整備させ
るというものでした。これは郵便局と加入者宅との間
の距離によって負担する金額が異なることを意味した
ので、沢町方面に多かった加入者からすれば、局舎を
移転することは費用負担が大きくなるので、反対の声
が強くなることは確実でした。
　明治３５年８月から大正１２年５月まで局長を勤め
たのは岡崎重陽さんという方でした。
　岡崎さんは、東京にあった電信修技学校に学び、
モールス電信機による通信技術を修得するため、明治
５年にイギリスへ留学した経験もありました。
　また、岡崎さんは明治１２年に開通した、東京～千
葉間の電信線の工事を担当した技師で、江戸川の渡船
場「市川の渡し」があった場所の河底に電信線を敷設
し、これが日本人技師が電信線を水底に張った国内初
の工事といわれています。
　時代は下って、大正時代になると町内の加入者数は
１１１名、昭和４年には２９２名を数えました。市内
での通話回数は大正元年に４００件だったのが、その
後の１０年間で急激に増加して、大正１０年には１万
件を超えるほどになりました。

　余市町の埋もれた歴史等を紹介し、改めて余市町を再認識するコーナーです。

～その228～『電話』

▲ 写真：福原漁場にある壁掛式電話機

６月２１日～７月２０日の本町の空間放射線量率は「平常レベル」でした。
（最高値：５０ｎＧｙ /ｈ、最低値：３７ｎＧｙ /ｈ、平均値：３９ｎＧｙ /ｈ）※平常時は１０～６０ ｎＧｙ / ｈ程度
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